
正誤表 

（2023 年 3 月 16 日 更新） 

場所 誤 正 

第３章 

p.44 下から 2 行目 圧縮性は最適含水比より低い含水

比で最大 

圧縮性は最適含水比より低い含水

比で最小 

p.45 上から 2 行目 圧縮性は最適含水比で最大となる 圧縮性は最適含水比で最小となる 

第 4 章 

p.66 表 4.3

・透水係数を直接測定数方法

・（透水係数の単位）m/s 

・透水係数を直接測定する方法

p.75 上から 2，６，９

行目，式（4.26） 

・𝜕𝑥

・𝜕𝑧

・𝜕𝑥

・𝜕𝑧

p.78 上から 2 行目 水位差 H は・・・・ 水位差hは・・

p.78 上から 4 行目 損失水頭は H/Ndであるから・・・ 損失水頭はh/Ndであるから・・・ 

p.79 5 行目の式の右

辺 
∆ℎ −

𝑁𝑓∆ℎ

𝑁𝑑
∆ℎ −

𝑁∆ℎ

𝑁𝑑

p.79 式 4.32 の右辺( )

の中 
(∆ℎ −

𝑁𝑓∆ℎ

𝑁𝑑
− 𝑧) (∆ℎ −

𝑁∆ℎ

𝑁𝑑
− 𝑧)

p.84 問題 4.3 砂 a 

断面積  40cm2 

間隙比  0.9 

砂 b 

断面積  20cm2 

間隙比  0.7 

砂 a 

断面積  42cm2 

間隙比  0.93 

砂 b 

断面積  21cm2 

間隙比  0.75 

第 5 章 

p108 図 5.15 (c)不透水層上に厚い圧密層がある

とき 

(e)不透水層上に厚い圧密層がある

とき 

p.115 上から 10 行目 （表 4.4 参照） （表 4.3 参照） 

第 9 章 

p.216 式（9.12）
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p.229 式（9.33）の式番

号 

（9.33） （9.37） 

p.230 式（9.37）の式番

号 

（9.37） （9.38） 

著者略歴 安福規之 

1958 年 福岡県生まれ 

安福規之 

1958 年 兵庫県生まれ 

・演習問題解答例掲載 Web ページ：https://www.rikohtosho.co.jp/book/2976/
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